
一度に48種類のアレルギーの原因が
わかります (一部ミックス項目を含む)

特定原材料7品目
（卵・乳・小麦・落花生・エビ・カニ・ソバ)
すべて検査できます。

国民の２人に１人が
何らかのアレルギー疾患を持っていると
言われています。

この機会に一度調べてみませんか？

アレルギー検査

LOX-index検査
(ロックスインデックス)

動脈硬化の原因物質を測定し、
脳梗塞・心筋梗塞の将来の発症リスクを調べます。

こんな方にお勧めします！

 □肥満気味である

 □高血圧、脂質異常症、糖尿病などの持病がある

 □脂っこい食事や塩辛い食べ物をよく食べる

 □たばこを吸っている もしくは吸っていた

 □定期的な運動をしていない

肝炎ウイルス検査
2,000円（税込）

ピロリ菌抗体の有無を調べます。
ピロリ菌は、慢性胃炎や胃潰瘍や十二指腸潰瘍、
胃がんなどの発病の原因となります。

陽性の場合、
病院で除菌することをお勧めします。

ペプシノゲン検査とピロリ菌検査の２つの
血液検査を組み合わせて「胃がん発生リスク
(危険度)」をABCDの４つに分類する検査です。
※「胃がんを見つける検査」ではなく、

胃がんのリスクを判定する検査です。 

ピロリ菌抗体検査 1,000円（税込）

胃がんリスク検査（ABC検診）
3,000円 （税込）

こんな方にお勧めします！
□バリウム検査や胃カメラ検査に抵抗がある方
□胃の健康度が知りたい方

NT-proBNP(⼼不全マーカー)
2,000円 （税込）

心臓に負担がかかると血液中に「NT-proBNP」
という物質が分泌されます。
この物質の量を測定して、初期の段階では自覚
症状のない心不全(心機能が弱った状態)のリス
クを調べます。

 こんな方にお勧めします！

 □動悸や息切れ、むくみなどの自覚症状がある方

 □高血圧、脂質異常症、糖尿病、脳血管疾患など

  の持病がある方

12,000円（税込）

脳梗塞
寝たきりの原因にもなる疾患

「3人に1人」が死亡か後遺症に

心筋梗塞

突然死の危険のある疾患

年間「約15万人」が発症

一般財団法人 九州健康総合センター

※高値であるからといって「心不全」を確定するものでは
ありません。画像診断等の他検査との併用をお勧めします。

心不全とは、『心臓が悪いために、
息切れやむくみが起こり、だんだん悪くなり、
生命を縮める病気』と定義されています。
一概に心不全と言っても、
原因や自覚症状は人によって様々です。

B型肝炎ウイルスに感染しているかどうか、
C型肝炎ウイルスに感染しているか、
過去に感染したことがあるかどうかを調べます。

8,500円（税込）

これらのウイルスに感染すると、
知らないうちに肝臓にダメージが蓄積し、

慢性肝炎→ 肝硬変→ 肝がんへ
進行することがあります。



全会場共通オプション検査

αフェトプロテイン(肝臓)
 胎児の血清中にみられるタンパクの一種です。通常は出生後に消失
 します。

ＣＡ１９－９(膵臓)
 消化器がん、なかでも膵臓に特異性の高いマーカーです。

ＣＥＡ(大腸・胃・肺)
 通常は胎児だけに存在するタンパクの一種です。消化器系がんの
 スクリーニング検査として用いられます。

ＣＡ125(卵巣・子宮) ＊女性
 子宮がん、卵巣癌に特異性の高いマーカーです。妊娠初期や月経時、
 閉経時などで一過性の上昇がみられます。

ＰＳＡ(前立腺)＊男性
 前立腺に特異的なマーカーで、前立腺がんのスクリーニング検査と
 して用いられます。

腫瘍マーカーのお得なセットをご準備しました。
腫瘍マーカーとは、腫瘍によって大量に作り出される物質のことで、
血液中の腫瘍マーカーが基準値以上に測定された場合は、「がん」の可能性が疑われます。

腫瘍マーカー4項目セット

※腫瘍が小さい場合は、検出されないこともあります。
高値であるからといって「がん」を確定するものではありません。画像診断等の他検査との併用をお勧めします。

大腸がん検査（便潜⾎検査）
1,000円（税込）

リウマチ検査（RAテスト）
500円（税込）

リウマチ因子(ＲＦ)の抗体の有無を調べます。

事前に容器をお送りし、

健診日にあわせて採便いただきます。 ※陽性というだけで関節リウマチという診断はできません。
専門医で追加検査等を行い総合的に判断することが求められます。

リウマチは、免疫の異常で関節に炎症が起こり、
痛みや腫れが出る病気です。
放置すると関節が変形することもありますが、
早期の治療で進行を抑えられます。

3,000円（税込）

甲状腺機能検査

TSH(甲状腺刺激ホルモン)、FT4、FT3(甲状腺ホルモン)を測定し、甲状腺機能の亢進や低下を調べる検査です。
甲状腺の働きが亢進したり、低下したりすると様々な症状が現れます。
気になる症状があれば、甲状腺の異常かもしれません。

ホルモン過剰 による症状

□少し動いただけで動悸がする

□暑がりになり、汗をたくさんかく

□よく食べているのに痩せてくる

□月経が不順になる

□イライラしやすくなる

□息切れがする

□体が冷え、寒がりになる

□体が重く、疲れやすい

□食欲がないのに、太ってくる

□顔や手がむくむ

□便秘をしやすくなる

□声がかすれる

ホルモン不足 による症状
甲状腺とは首の前、
のどぼとけよりやや下に
ある重さ10～15ｇぐらいの
小さな臓器です。

甲状腺の主な働きは、甲状腺ホルモンを
産生し体の新陳代謝を調節することです。

甲状腺とは・・・

2,500円（税込）
43％
OFF

「便潜血検査」は、便の中に見えない血が
混じっていないかを調べる検査です。

大腸がんやポリープ、痔などの早期発見に役立ちます。

M3


